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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   　　　こういうわけで、いつまでも残るものは信仰と
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　 希望と愛です。その中で一番すぐれているのは
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　      愛です。　Ｉコリント１３：１３
　　　　　　　　　　　　　　　　　　   地上の歩み　　　伝道者の書　１：１－１８；３：１１
　人は誰でも生活が安定することを望みます。特に現在の大不況のときは、人生の根底を揺さぶるような不安に襲われる心境になっても無理もないことです。しかし、絶望の状態でないのに絶望と思い込みをして、自ら命を絶つ人々があまりにも多くて悲しいことです。早く景気が回復して欲しいと願います。経済的に貧しいと生活苦が伴って大変なことですが、経済的に豊かになれば人間は生きがいを得て幸福になれるかといえば、必ずしもそうとは断言できません。経済的に豊かであっても、難しい人間関係で悩み、生きる目的を見いだすことができなく、世をはかなみ、身を滅ぼすものに溺れている人々が無数にいます。多くの国々において有名人をも巻き込む自殺や麻薬やアル中などによって大切な人生を台無しにしてしまう現状は、筆舌につくせない惨状です。

　伝道者の書は、神無きとする人生の空しさと、神が与えてくださった人生の目的をもって生きることの意義ある人生を教えています。
１．移り変わるものだけに頼る空しさ

「空の空。すべては空。日の下で、どんなに労しても、それが人に何の益になろう。」という言葉だけを読むと、血の気を引くような空しい思いに駆られる人もいるかもしれません。この世的にどんなに恵まれたような境遇にあっても、造り主から離れた人生は何一つ益となるものはない、と伝道者の記者がしみじみと述懐せざるを得ないことをあらわしています(伝2:1-17)。この御言葉は絶望感を助長するためではなく、日の上の神を認めない造り主から離れた被造物たる人間はどれほど空しいことかを知らせ、目覚めなさい、という神からの呼びかけの声です。私たちが日常している必要な事柄を止めなさいということではなく、日常の必要なことをしながら、人生で何が一番大切で、何に目標をおいていくべきかをいっているのです。
２．この世における新しいもの
 　人間は新しいものを次々と発見し、発明し、開発していきます。科学技術が進歩した現代の発明の特許は膨大なものです。スイスのジュネーヴに本部を置く「世界知的所有権機関」による今年発表された報告によりますと、２００７年の世界全体の特許出願件数は１８５万件となっています。発明品は、分かったなら誰でも簡単にできるようなものもあります。例えば、丸い鉛筆を机の上に置いても転がり落ちないように工夫をして六角に作り、特許をとって大金を手に入れた人もいます。また、専門分野の人でなければ作れないような複雑なものまで、特許の範囲は広いです。
ムーディーの科学映画にGod’s Priority（神の優先権）というのがあります。飛行機が大空を飛ぶ光景が現われます。次の光景は鳥が空を飛んでいます。飛行機が飛ぶアイデアと原理は、神が創造された鳥からきている、と説明しています。家のドアのヒンジは貝にすでにあります。その他数々の実例を挙げて神の優先権を紹介しています。伝道者の書は「・・・日の下に新しいものは一つもない。『これを見よ。これは新しい。』と言われるものがあっても、それは、私たちよりはるか先の時代に、すでにあったものだ。」と告げています。ずっと昔に人によって作られたものを再現したものもあるでしょう。しかし、その大元の原理は神によって造られたもので、全世界の被造物は神が創造し、神に属する特許品です(詩24:1;　89:11)。それらのものは神の栄光のために用いるべきであるのに、多くの人間は神より預かった物を私有視し、正しい管理者であるべき役割をしないで濫用しています。この世におけるどのような新しいものも、罪が侵入したことによって、必ず古び、朽ち、滅んでいきます。しかし、神は「見よ。わたしは新しい事をする。」(イザヤ43:19）と宣言し、キリストの十字架による救いの御業の新しい創造を起こしました（IIコリント5:17）。新しい創造は救われた魂だけでなく、新しい天と新しい地も準備され（黙21, 22）、決して古びることなく、永遠につづくものです。
３．永遠を思う思い

人間は神にかたどられ、神の命の息を吹き入れられて霊的に生きる者として、神と交わるように造られました。ここに人間と動物とは本質的に違いがあります。罪によって人間は神から離れ、永遠に存在する神の存在が分からなくなりました。罪は様々な苦しみと死をもたらし、人間は永遠に生きることができなくなり、この地上では旅人であり、寄留者です。罪によって永遠に存在される神から離れた人間は地上の一部しか分かりませんが、それでもなお人間の心の中には時を超越する、永遠を思う心が残されています。永遠の昔から永遠の未来にわたって存在し、御自身を顕わし、救いの業を完成されたキリストを信じて従っていくとき、永遠の命と世界はこの地上から始まっていき、人間の知識や知恵も生かされて人生の目的である神の栄光をあらわしながら、希望をもって勝利と喜びを味わいつつ地上の歩みを全うしていくことができます。
「結局のところ、もうすべてが聞かされていることだ。神を恐れよ。その命令を守れ。これが人間にとってすべてである。」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　       伝道者の書12:13
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